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ログインの仕方

デスクトップにあるヒロセのアイコンをクリックするとログイン画面が開きますのでUsername, 
Password を入力して下さい。
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Account Typeをデモの場合はDemo, LanguageをJapaneseに変更してください。
実際の取引の場合はRealを選択してください。

Password以外は一度ログインすると次からは変更しなくても状態がSAVEされます。
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ログインに成功した場合は下記のような画面が出てきます。
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メニューの説明

はじめにファイル、表示、設定、ウィンドウ、チャート、ヘルプとメニュー説明をします。

ファイル(File)
パスワード変更

ここではパスワードの変更が可能です。 パスワード変更をクリックすると下記の様な

ボックスが画面上に出てきます。
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終了

これをクリックするとシステムが終了し画面を閉じます。
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設定 （Setting)

表示と変更

画面の表示等の変更が可能です。
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表示と変更をクリックすると下記の設定画像が出てきます。
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Show Account Information Bar

設定の中の“Show Account Information Bar”のチェックを外すと取引レートの上にある

口座情報バーが無くなります。

One Click Trade

One Click Trade のボックスにチェックを入れると、取引量バーが出てきて、そこから

ワンクリックで売買オーダーができます。（ワンクリックオーダーは確認画面なしで売買が約定す
るため、誤発注等に十分ご注意の上ご利用下さい。）
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フォント

設定ウィンドウのFontをクリックして頂くと下記のウィンドウが出てきます。次にChange

ボタンを押して頂くと新しい小さなウィンドウが出てきます。

⇒
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Font Settingsのウィンドウの名前をクリックして頂くとフォントの種類が出てきますので、

その中からお好きなものと選択して頂いた後にOKボタンを押して下さい。その後、適用ボタンを

押して頂いたらフォント変更ができてます。下記の画像を参照して下さい。

⇒ ⇒
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変更の保存

設定の取り込み

変更の保存で現在の画像設定をサーバーに保存します。

その保存した画面設定を「設定取り込み」でサーバーに読み取ることに

よりお好みの画面を設定できます。



14

初期化する

「初期化する」をクリックするとそれまで変更していた画面設定が全てクリアーになり、

取引画面が初期状態に戻ります。（サーバーに取り込まれていた設定も初期化されます）

＊ ポジション等は一切影響されません。画面設定のみが初期化されます。
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Window

既定値設定

前回にお好みの設定にして頂いたのを、「既定値設定」をクリックする事によって、

各項目ごとに細分化されます。
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既定値設定のクリック前とクリック後の違いが下記の画像になります。

設定前 設定後
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ワークスペースの作成
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ワークスペース作成をクリックすると「新ワークスペースの作成」というウィンドウが出てきます

ので「ワークスペースの名前入力」にタイトルを入力して下さい。

例えばChart Group 2 と入力した場合、このようにChart Group 2 のタブが出来ます。
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取引レート

各通貨ペアの売/買が表示されてます。
ここから注文を出すことも可能です。

取引レートの各通貨ペア上に付属しているのは
ティックチャートです。取引レート上の通貨ペア
の上でマウスを右クリックし、“チャートを開く”を
クリックするとウィンドウのチャートが見ることが
可能です。
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取引レートテーブル

このウィンドウは初期設定の時点では表示しません。

各通貨ペアの売買が簡易に表示されています。
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参照情報

このウィンドウは各通貨ペアの現在値の他、一日の高値、安値、スワップポイント等

が表示されています。このウィンドウからも注文を出す事が可能です。

NetChgは前日比の高安を表しています
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口座情報

このウィンドウは現在の預金、残高、マージンコールが掛かるまでの金額、

保有しているポジションに対する手数料、スワップ金利、損益表を表示しています。

口座情報はファイル、表示、設定等の下にもあります。それが下記の画像です。

＊ 残高の計算方法：預金－（Interest＋料金） ＋純損益
＊ 上記の口座情報を例にして残高計算すると次の通りになります： 992718－（0－200）-1300＝991618
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口座情報

上記の画像は選択されている状態です。

選択されていない状態は下記の画像です。

口座が選択されていない状態では取引を行う事は出来ません。

通常は自動的に選択されていますが、そうでない場合は左クリックを行ってください。

（口座が選択されていないときは売買できない場合があります。）
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既定値の設定

既定値の数字を左クリックして数値を設定すると、一回当たりの売買数量が設定

できます。例えば、一番よく売買数量設定しておけば、毎回数量設定しなくてもすみますので

大変便利です。

↓

既定値の数字を左クリック後、上記の小さいウィンドウの‘口座｛0｝の初期設定‘の中に
お好みの数字（一番よく売買する数字）を入力して頂いたら、既定値の数値設定は完了です。
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保有ポジション

このウィンドウは現在保有しているポジションが個別に表示されます。

取引番号、取引通貨ペア、取引ロット数、売/買、建値、現在の決済した時の値、

各ポジションに対するリミット注文、ストップ注文、損益、手数料、スワップの順に

並んでいます。

損益の欄の損益はポイント（Pips)で表示しています。
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注文一覧

現在待機中のストップ（逆指値）とリミット（指値）のオーダーの一覧です。

成り行き注文の場合はすぐに成立しますのでこの一覧上に残る事はありません。



27

口座概要

各通貨ペアごとの合計ポジションが表示されています。

このウィンドウでは各通貨ペアごとの平均建値、平均損益分岐点などが表示され

ますので同一通貨で多数のポジションを持っている場合、ここでいくらの値で損益に

なるか確認する事が可能です。
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レポート

レポートでは、今までに取引した履歴を見ることが出来ます。

決済したポジションや損益等もこれで見ることが出来ます。
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レポートをクリックするとインターネットが起動し,Trading Statistic画面が開き、次にAccount Statement を

クリックすると下記の様な画面が開きます。

日次、週次、月次、四半期、年次、開設以来、前月の中から1つ選択し、Accountに口座番号

を入力し簡易表示か値上げ高を選択後に、下記のページ列の中から1つと文字サイズの中から1つ

選択したうえで、最後にRunReportボタンを押すと履歴が見る事が出来ます。
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種別（取引種類）の、 CPは決済取引、 DPは入金、 OPは新規取引、 PR はスワップ、WDは

出金をそれぞれ表示しています。
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簡易表示のレポートを選択
簡易表示でレポートを表示すると、DP（入金）、WD（出金）、CP（取引終了）をのみが表示され

ています。ポジションを何日の何時にいくらで立て、ポジションを何日の何時にいくらで決済し、

売買損益がいくらになり、手数料がいくらかかり、スワップがいくら差し引かれて損益がでている

事を確認する事が出来ます。G¥PL（G¥損益）が売買損益金額、取引手数料（Transfer Fee),

N¥PL（N¥損益）が差引損益金額を表しています。
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取引履歴レポート （Closed Positions)
このウィンドウはレポートでは決済されたポジションを見ることができます。

この取引履歴レポートには今まで決済したポジションの損益を確認する事が出来ます。

より詳しい内容はレポートを参照して下さい。

⇒



33

Alert Price

指定した通貨ペアが設定した値に達した際に音で通知してくれます。

⇒
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売買と同じ様に希望の通貨ペア売り/買いの場合、右クリックしAlert Priceを選択します。

⇒

⇒

価格アラートという小さいポップアップウィンドウが
そこで希望の通貨ペア、売買、値段を入力しOKを
クリックしてAlertの値を設定します
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CHARTS

新しいチャート

新しいチャートをクリックするとプラットホーム内にチャートが現れます。
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新しいウィンドウをクリックすると下記の画像が表示されます。 例として下記の画像の

ここで通貨ペアと期間を選択しOKをクリックすると チャ－トはGBPJPYの

チャートが表示されます。 5分足です。

⇒

＊ チャートの操作説明等は当社ウェブサイトのチャートマニュアルにて行っています。そちらをご参照して下さい。

ワークスペースを利用すれば銘柄チャートを
タブごとに整理できます。
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HELP
システムマニュアル

これをクリックするとインターネットが起動しシステムのマニュアルが表示されますが、

英語表記になっています。
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各種ウィンドウの設定変更

取引ウィンドウの表示設定

取引ウィンドウ上でマウスを右クリックすると個別設定とリフレッシュというウインドウ

が立ち上がりますのでこの個別設定の上でマウスを置くと更にフォント、設定という

項目が選択できます。
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個別設定の設定をクリックするとウィンドウが出てきます。この左側のInvisible Instrument の

枠の中にある通貨ペアは取引レートには表示されなくなります。

これを利用すればお客様の取引する通貨ペアだけを表示できるようにし、必要のない通貨ペア

は消すことが出来ます。
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AUDCHF、AUDBZD、EURCADに設定して、OKをクリックすると右の画像のように

取引レート上から選択した通貨ペアだけが消すことができます。

⇒
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設定の列数の数字を変えてOKをクリックすると、一行当たりの通貨ペア数量が変わります。

⇒
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Hide Tick Chartの左の箱にチェックを入れて、OKをクリックすると取引レートの通貨ペア上の

チャートが消えます。

変更前 変更後
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個別設定のフォント設定をクリックすると次のような画面が出てきます。

フォント名やフォントサイズの変更が可能です
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Individual Dealing Rate Windowをクリックすると個別の取引レートウィンドウが出てきます。

⇒
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取引レートウィンドウのご希望の通貨ペアの上で右クリックするとポップアップが立ち上がり、

Individual Dealing Rate WindowからRefresh までが表示されています。
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次の‘チャートを開く‘をクリックするとポップアップが立ち上がります。

下記のNew Chatウィンドウ の中からお好きな通貨ペアと期間を選択した後でOKボタンを

押してください。画面上にチャートが表示されます。

⇒
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取引レートの各通貨ペア名（例えばUSDJPY）の上にマウスを左クリックした状態のままで

移動すると、その選択された通貨ペアが好きな位置に移動できます。

下記の画像がその例ですので参照して下さい。

⇒



48

参照情報ウィンドウの表示設定

個別設定の時間形式を変更するとこのように時間表示を変更する事が可能です。
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注文方法

注文は取引レートウィンドウからだせます。

売買したい通貨ペアの売りまたは買いの欄で右クリックすると成り行き、逆指値、指値と

OCO注文が選べます。
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成り行き注文

成り行き注文は先ほどのところで“成り行き”をクリックするとこのような

ウィンドウが出ます。ここで取引数量を入力しOKのボタンをクリックすると注文を

だす事ができます。
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逆指値注文

成り行き注文と同じように売買したい通貨ペアの売りまたは買いの欄を右クリックして

“逆指値”を選択して頂くとこのようなウィンドウが出てきます。

希望取引数量と価格を入力しOKボタンをクリックすると注文できます。
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Trailing Distance

Trailing Distanceにチェックをいれトレール幅を設定すると新規の逆指値トレール注文が

出来ます。
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指値注文

成り行き注文と同じように売買したい通貨ペアの売りまたは買いの欄を右クリックして

“指値”を選択して頂くとこのようなウィンドウが出てきます。

希望取引数量と価格を入力しOKボタンをクリックすると注文できます。
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Trailing Distance

Trailing Distanceにチェックをいれトレール幅を設定すると新規の指値トレール注文が

出来ます。
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OCO注文
成り行き注文と同じように売買したい通貨ペアの売りまたは買いの欄を右クリックして

“OCO注文入力”を選択して頂くとこのようなウィンドウが出てきます。

希望取引数量とリミット、ストップの値を入力しOKボタンをクリックすると注文できます。
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OCOの注文は注文一覧のOCOの欄に対なる注文番号が表示されます。

下記の例では上２つがOCO注文ですのでOCO欄にそれぞれ対応する注文番号が表示します。
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通常の指値、逆指値をOCO注文に変更する事も可能です。下記の例ではGBP/JPYの指値と

逆指値があります。どちらかを右クリックでOCO Link ⇒Set to Existing Orderを選択します。

上記のようなウィンドウが出てきて指値（逆指値注文）を選択しOCO注文にする事が可能です。
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また同様にOCO Link ⇒ New Orderを選択すると当該指値（逆指値）注文に対する

逆指値（指値）注文を新たにOCO注文として発注できます。
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注文の変更・取消

待機中の指値、逆指値注文の取消変更は注文一覧ウィンドウの取り消したい

または変更したい注文を右クリックしてください。
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注文削除

待機中の指値、逆指値注文の削除方法は、注文一覧ウィンドウの“注文削除”を選択し

クリックすれば削除できます。
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指値、逆指値の変更

指値、逆指値の値段の変更は注文の上で右クリックしてModify Order を選択します。
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レート変更ウィンドウが出てきますので、ここに変更したいレートを入力しOKボタンを

クリックすると変更できます。
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決済注文の方法

決済注文は保有ポジションウィンドウの決済したいポジションの上でマウスを右クリックします。

ポジションの決済をクリックすると決済ウィンドウがでてきますので、取引数量を入力し
OKボタンをクリックして下さい。

両建て設定になっていない場合は、取引レートウィンドウから保有しているポジションと同一通貨ペアを反対売買により決
済することが出来ます。この場合、複数のポジションがある際は古いポジションから決済されます



64

ストップ注文

決済時に逆指値注文を特にストップと表記しています。

決済の時と同じ様にして今度はストップをクリックすると、ストップ注文ウィンドウが出てきま
すので希望の値段を入力しOKボタンをクリックして下さい。

上記の画像のウィンドウのようにストップの欄に表示されます。
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リミット注文

決済時に指値注文を特にリミットと表記しています。

ストップと同じ様にして今度はリミットをクリックするとリミット注文ウィンドウが出てきますので、

希望値段と入力しOKボタンをクリックして下さい。

上記の画像のウィンドウのようにリミットの欄に表示されます
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トレールストップ
「トレールストップ注文」とは相場の動きについていく逆指値のことで、あらかじめ「トレール幅」
を設定する事により、設定した値幅の範囲内で相場が変動した時に、自動的に注文価格を
変更してくれる注文方法です。

ストップと同じ様にしてトレールストップをクリックするとストップ注文ウィンドウがトレール幅
にチェックを入れた状態で出来ますので、トレート幅を入力してOKボタンをクリックして下さい。

上記のようにトレートストップ欄にトレール幅が表示されます



67

ストップ、リミット、トレールストップの変更、削除

ストップ注文を変更・削除するときは注文をだす時と同じように注文を変更・削除したい
ポジションの上でマウスを右クリックしストップを選択します。

変更したい場合は値段を変更しOKボタンをクリックしてください。
削除したい場合は削除ボタンをクリックしてください
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同一銘柄で複数のポジションをまとめて決済する方法

例の様にGBPJPYの売りを236.80で1ロットと236.81で1ロット持っている場合に、

両方をまとめて決済するときは口座概要ウィンドウを使います。
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口座概要ウィンドウの決済したい通貨ペアの上でマウスを右クリックしますと下記のような

ウィンドウが出てきますので決済を選択しクリックして下さい。

決済したい通貨ペアの全てのポジションが表示されますので、ここでOKをクリックすると
その通貨ペアの売りまたは買いのすべてのポジションが決済されます。
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参照情報からの注文

参照情報からも売買注文が出せます。

注文の方法は取引レートウィンドウから注文と同じ売買をしたい通貨ペアの

売りまたは買いの上でマウスを右クリックし成行、指値、逆指値を選択します。

あとは取引レートウィンドウからの注文方法と同じです。


